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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　産業排水を定置式廃水処理施設（２）で処理した際に発生する余剰汚泥（Ｓ）を処理す
る定置式の余剰汚泥減量装置であって、
前記廃水処理施設の余剰汚泥濃縮槽（１５）における余剰汚泥圧送ポンプ（１８）から余
剰汚泥圧送管（６１）によって移送される余剰汚泥と，前記廃水処理施設の曝気槽（１１
）における曝気槽用圧送ポンプ（１２）から前記余剰汚泥圧送管（６１）によって移送さ
れる余剰汚泥と，前記廃水処理施設の放流槽（１６）における放流槽用圧送ポンプ（１７
）から処理水圧送管（６０）によって移送される処理水（Ｗ）を貯留し，内部にオゾン混
和槽用循環ポンプ（３６）を備えるオゾン混和槽（３５）と、
前記オゾン混和槽に貯留した前記余剰汚泥と処理水との混合汚水を，吸水管（４２）およ
び混合管（４６）を通して混気ポンプ（４５）で一定時間繰り返し循環させ，その循環途
中に、オゾン発生機（４０）で発生させた高濃度オゾンを注入した後，超微細気泡装置（
４７）を通過させ，前記混合汚水を清浄化した処理水に生成する循環機構（４４）と、
前記オゾン混和槽の前記処理水が，処理水移送ポンプ（３８）によって移送管（３９）を
通して移送された後，処理水圧送ポンプ（３１）によって処理水返送管（６４）を通して
前記廃水処理施設の放流槽へ送られるまで貯留する処理水貯留槽（３０）と、
前記オゾン混和槽で溶解しなかった排オゾンを規定濃度以下に処理して放出する排オゾン
除去装置（５０）と、
を備えた定置式余剰汚泥減量装置。
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【請求項２】
　産業排水を定置式廃水処理施設（２）で処理した際に発生する余剰汚泥（Ｓ）を処理す
る定置式の余剰汚泥減量装置であって、
前記廃水処理施設の余剰汚泥濃縮槽（１５）における余剰汚泥圧送ポンプ（１８）から余
剰汚泥圧送管（６１）によって移送される余剰汚泥と，前記廃水処理施設の曝気槽（１１
）の曝気槽用圧送ポンプ（１２）から前記余剰汚泥圧送管（６１）によって移送される余
剰汚泥と，前記廃水処理施設の放流槽（１６）における放流槽用圧送ポンプ（１７）から
処理水圧送管（６０）によって移送される処理水（Ｗ）を貯留し，内部にオゾン混和槽用
循環ポンプ（３６）を備えるオゾン混和槽（３５）と、
前記オゾン混和槽に貯留した前記余剰汚泥と処理水との混合汚水を，吸水管（４２）およ
び混合管（４６）を通して混気ポンプ（４５）で一定時間繰り返し循環させ，その循環途
中に，オゾン発生機（４０）で発生させた高濃度オゾンを注入した後，超微細気泡装置（
４７）を通過させ，前記混合汚水を清浄化した処理水に生成する循環機構（４４）と、
前記オゾン混和槽の前記処理水が，処理水移送ポンプ（３８）によって移送管（３９）を
通して移送された後，処理水圧送ポンプ（３１）によって処理水返送管（６４）を通して
前記廃水処理施設の沈殿槽越流堰（１４）を介して放流槽へ送られるまで貯留する処理水
貯留槽（３０）と、
前記オゾン混和槽で溶解しなかった排オゾンを規定濃度以下に処理して放出する排オゾン
除去装置（５０）と、
を備えた定置式余剰汚泥減量装置。
【請求項３】
　産業排水を定置式廃水処理施設（２）で処理した際に発生する余剰汚泥（Ｓ）を処理す
る移動車搭載式の余剰汚泥減量装置であって、
前記廃水処理施設の余剰汚泥濃縮槽（１５）における余剰汚泥圧送ポンプ（１８）から断
接可能接続具（ｄ）を配した余剰汚泥圧送管（６１）によって移送される余剰汚泥と，前
記廃水処理施設の曝気槽（１１）における曝気槽用圧送ポンプ（１２）から前記余剰汚泥
圧送管（６１）及び断接可能接続具（ｄ）によって移送される余剰汚泥を一時的に貯留し
，内部に散気装置（２４）を備える余剰汚泥貯留槽（２０）と、
前記廃水処理施設における放流槽（１６）の放流槽用圧送ポンプ（１７）から断接可能接
続具（ｃ）を配した処理水圧送管（６０）によって移送される処理水を，一時的に貯留す
る希釈水槽（２７）と、
前記余剰汚泥貯留槽から余剰汚泥移送ポンプ（２１）によって移送される一定量の余剰汚
泥と，前記希釈水槽から希釈水移送ポンプ（２８）によって移送される一定量の処理水と
を貯留し，内部にオゾン混和槽用循環ポンプ（３６）を備えるオゾン混和槽（３５）と、
前記オゾン混和槽に貯留した前記余剰汚泥と処理水との混合汚水を，吸水管（４２）およ
び混合管（４６）を通して混気ポンプ（４５）で一定時間繰り返し循環させ，その循環途
中に，オゾン発生機（４０）で発生させた高濃度オゾンを注入した後，超微細気泡装置（
４７）を通過させ，前記混合汚水を清浄化した処理水（Ｗ）に生成する循環機構（４４）
と、
前記オゾン混和槽の前記処理水が，処理水移送ポンプ（３８）によって移送管（３９）を
通して移送された後，処理水圧送ポンプ（３１）から断接可能接続具（ｂ）を配した処理
水返送管（６４）を通して前記廃水処理施設の放流槽へ送られるまで貯留する処理水貯留
槽（３０）と、
前記オゾン混和槽で溶解しなかった排オゾンを規定濃度以下に処理して放出する排オゾン
除去装置（５０）と、
を備えた移動車搭載式の余剰汚泥減量装置。
【請求項４】
　産業排水を定置式廃水処理施設（２）で処理した際に発生する余剰汚泥（Ｓ）を処理す
る移動車搭載式の余剰汚泥減量装置であって、
前記廃水処理施設の余剰汚泥濃縮槽（１５）における余剰汚泥圧送ポンプ（１８）から断
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接可能接続具（ｄ）を配した余剰汚泥圧送管（６１）によって移送される余剰汚泥と，前
記廃水処理施設における曝気槽（１１）の曝気槽用圧送ポンプ（１２）から前記余剰汚泥
圧送管（６１）及び断接可能接続具（ｄ）によって移送される余剰汚泥を一時的に貯留し
，内部に散気装置（２４）を備える余剰汚泥貯留槽（２０）と、
前記廃水処理施設における放流槽（１６）の放流槽用圧送ポンプ（１７）から断接可能接
続具（ｃ）を配した処理水圧送管（６０）によって移送される処理水を，一時的に貯留す
る希釈水槽（２７）と、
前記余剰汚泥貯留槽から余剰汚泥移送ポンプ（２１）によって移送される一定量の余剰汚
泥と，前記希釈水槽から希釈水移送ポンプ（２８）によって移送される一定量の処理水と
を貯留し，内部にオゾン混和槽用循環ポンプ（３６）を備えるオゾン混和槽（３５）と、
前記オゾン混和槽に貯留した前記余剰汚泥と処理水との混合汚水を，吸水管（４２）およ
び混合管（４６）を通して混気ポンプ（４５）で一定時間繰り返し循環させ，その循環途
中に，オゾン発生機（４０）で発生させた高濃度オゾンを注入した後，超微細気泡装置（
４７）を通過させ，前記混合汚水を清浄化した処理水（Ｗ）に生成する循環機構（４４）
と、
前記オゾン混和槽の前記処理水が，処理水移送ポンプ（３８）によって移送管（３９）を
通して移送された後，処理水圧送ポンプ（３１）から断接可能接続具（ｂ）を配した処理
水返送管（６４）を通して前記廃水処理施設の沈殿槽越流堰（１４）を介して放流槽（１
６）へ送られるまで貯留する処理水貯留槽（３０）と、
前記オゾン混和槽で溶解しなかった排オゾンを規定濃度以下に処理して放出する排オゾン
除去装置（５０）と、
を備えた移動車搭載式の余剰汚泥減量装置。
【請求項５】
　処理水貯留槽（３０）に泡が発生した際に、消泡剤を、消泡タンク（５５）から定量ポ
ンプ（５６）によって消泡剤移送管（６５）を通して供給し、前記泡を消す消泡装置（５
７）を設けたことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１に記載の余剰汚泥減量装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、産業排水を廃水処理施設で処理した際に発生する余剰汚泥を効率的に減量化
することのできる定置式および移動式の余剰汚泥減量装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地球環境への関心が高まっており、環境問題は、快適な生活を営み、後世に美し
い自然環境を残すためにも、地域社会と自治体などが取り組む必要がある。こうした中、
例えば、食品産業界では、食品製造によって発生する廃水を活性汚泥施設で処理した際に
発生する余剰汚泥の処理方法や、排水処理工程での省エネルギー化およびエネルギー回収
化が進められている。中でも余剰汚泥（産業廃棄物）の処理方法が、コストの点からも、
重要な課題となっている。
【０００３】
　本発明を示す図１～図３を参考にして、従来技術の廃水処理施設２について説明する。
排水中に含まれる食材等の有機廃材を含んだ汚水は、排水管路を経由して汚水と一緒に廃
水処理施設２の前処理槽１０に断続的に送入される。前処理槽１０内では、夾雑物等を除
去しながら徐々に液面が上昇する。その液面が上限水位に達すると、前処理槽１０内の液
体は、断続作動のポンプ（図示省略）によって、下限水位になる迄隣接する調整槽１０ａ
に送られる。調整槽１０ａに隣接して曝気槽１１が設けてあり、曝気槽１１内の液体は、
好気的生物学的処理が行われ、処理済後、異物の少ない上澄液は隣接する沈殿槽１４ａに
断続的に送られ、有機廃材を含んだ汚水の流入量により断続作動のポンプ（図示せず）が
働いて調整槽１０ａ内の液体を曝気槽１１に送り、曝気槽１１内の液面で上限水位まで上
昇させ、曝気槽１１内の液体を曝気し、好気的生物学的処理を行う。沈殿槽１４ａ内では
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、汚泥が重力沈下し、上澄液が出来る。沈殿槽１４ａ内の上澄液は殺菌処理装置４３を介
して放流槽１６に送られ、次いで排水路又は下水道等１６ａに放流される。沈殿槽１４ａ
の下層に溜まった高濃度の含水汚泥は、沈殿槽用ポンプ１４ｂによって断続的に適宜余剰
汚泥濃縮槽１５に送られる。そして余剰汚泥濃縮槽１５に溜まった高濃度の汚泥量が所定
量になると、バキュームカー等で運び出し、脱水および焼却によって減容した後、埋立て
処分している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、近年では埋立て処分地の確保が困難となっていることから、処分コストが高騰
している。この傾向は、今後も変わらないと予測されている。また、余剰汚泥を焼却する
際に発生する二酸化炭素は地球温暖化の要因であることから、こうした問題を解決する必
要もある。
【０００５】
　本発明はこうした問題に鑑み創案されたもので、産業排水を廃水処理施設で処理した際
に発生する余剰汚泥を、より効率的に減量化することのできる余剰汚泥減量装置を提供す
ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　図１及び図２を参照して説明する。請求項１，２に記載の余剰汚泥減量装置１は、産業
排水を定置式廃水処理施設２で処理した際に発生する余剰汚泥Ｓを処理する定置式の余剰
汚泥減量装置である。
【０００７】
　この定置式余剰汚泥減量装置１は、前記廃水処理施設２の余剰汚泥濃縮槽１５における
余剰汚泥圧送ポンプ１８から余剰汚泥圧送管６１によって移送される余剰汚泥Ｓと、前記
廃水処理施設２の曝気槽１１における曝気槽用圧送ポンプ１２から前記余剰汚泥圧送管６
１によって移送される余剰汚泥Ｓと、前記廃水処理施設２の放流槽１６における放流槽用
圧送ポンプ１７から処理水圧送管６０によって移送される処理水Ｗを貯留し、内部にオゾ
ン混和槽用循環ポンプ３６を備えるオゾン混和槽３５を備える。
【０００８】
　また、前記オゾン混和槽３５に貯留した前記余剰汚泥Ｓと処理水との混合汚水を、吸水
管４２および混合管４６を通して混気ポンプ４５で一定時間繰り返し循環させ、その循環
途中に、オゾン発生機４０で発生させた高濃度オゾンを注入した後、超微細気泡装置４７
を通過させ、前記混合汚水を清浄化した処理水Ｗに生成する循環機構４４を備える。なお
、オゾン発生機４０は、空気中の酸素からオゾンを生成する。
【０００９】
　また、前記オゾン混和槽３５の前記処理水Ｗが、処理水移送ポンプ３８によって返送管
３９を通して処理水貯留槽３０に移送された後、処理水圧送ポンプ３１によって処理水返
送管６４を通して前記廃水処理施設２の放流槽１６へ直接又は沈殿槽１４ａの越流堰１４
を介して放流槽１６へ送られるまで貯留する処理水貯留槽３０を備える。
【００１０】
　さらに、前記オゾン混和槽３５で溶解しなかった排オゾンを規定濃度以下に処理して放
出する排オゾン除去装置５０を備える。
【００１１】
　図３～図５を参照して説明する。請求項３，４に記載の余剰汚泥減量装置１は、産業排
水を定置式廃水処理施設２で処理した際に発生する余剰汚泥Ｓを連続的に処理する移動車
搭載式の余剰汚泥減量装置である。
【００１２】
　この移動式余剰汚泥減量装置１は、前記廃水処理施設２の汚泥濃縮槽１５における汚泥
圧送ポンプ１８から断接可能接続具ｄを配した余剰汚泥圧送管６１によって移送される余
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剰汚泥Ｓと、前記廃水処理施設２の曝気槽１１における曝気槽用圧送ポンプ１２から前記
余剰汚泥圧送管６１及び断接可能接続具ｄによって移送される余剰汚泥Ｓを一時的に貯留
し、内部に散気装置２４を備える余剰汚泥貯留槽２０を備える。
【００１３】
　また、前記廃水処理施設２における放流槽１６の放流槽用圧送ポンプ１７から断接可能
接続具ｃを配した処理水圧送管６０によって移送される処理水を、一時的に貯留する希釈
水槽２７を備える。
【００１４】
　また、前記余剰汚泥貯留槽２０から余剰汚泥移送ポンプ２１によって移送される一定量
の余剰汚泥Ｓと、前記希釈水槽２７から希釈水移送ポンプ２８によって移送される一定量
の処理水とを貯留し、内部にオゾン混和槽用循環ポンプ３６を備えるオゾン混和槽３５を
備える。
【００１５】
　また、この減量装置１は、前記オゾン混和槽３５に貯留した前記汚泥Ｓと処理水との混
合汚水を、吸水管４２および混合管４６を通して混気ポンプ４５で一定時間繰り返し循環
させ、その循環途中に、オゾン発生機４０で発生させた高濃度オゾンを注入した後、超微
細気泡装置４７を通過させ、前記混合汚水を清浄化した処理水Ｗに生成する循環機構４４
を備える。
【００１６】
　また、前記オゾン混和槽３５の前記処理水Ｗが、処理水移送ポンプ３８によって移送管
３９を通して移送された後、処理水圧送用ポンプ３１から断接可能接続具ｂを配した処理
水返送管６４を通して前記廃水処理施設２の放流槽１６へ直接又は沈殿槽１４ａの越流堰
１４を介して放流槽１６へ送られるまで貯留する処理水貯留槽３０を備える。
【００１７】
　さらに、前記オゾン混和槽３５で溶解しなかった排オゾンを規定濃度以下に処理して放
出する排オゾン除去装置５０を備える。
【００１８】
　請求項５に記載の余剰汚泥減量装置１は、請求項１～４のいずれか１に記載の発明にお
いて、処理水貯留槽３０に泡が発生した際に、消泡剤を、消泡タンク５５から定量ポンプ
５６によって消泡剤移送管６５を通して供給し、前記泡を消す消泡装置５７を備える。
【発明の効果】
【００１９】
　請求項１，２に記載の定置式余剰汚泥減量装置１は、産業排水を廃水処理施設２で処理
した際に発生する余剰汚泥Ｓを、効率的に減量化することができる。
【００２０】
　すなわち、オゾン混和槽３５に、廃水処理施設２から余剰汚泥Ｓと処理水Ｗを移送して
混合し、その混合汚水を、循環機構４４の吸水管４２および混合管４６を循環させながら
、オゾン発生機４０で発生させた高濃度オゾンを注入した後、超微細気泡装置４７を通過
させるので、この高濃度オゾンと超微細気泡とによって清浄化した処理水Ｗに生成するこ
とができる。
【００２１】
　すなわち、余剰汚泥Ｓを一定量の処理水Ｗによって希釈し、高濃度オゾンと超微細気泡
（ナノ気泡）に一定時間接触させることにより、余剰汚泥Ｓを構成する菌体（微生物）を
強力な酸化力で、その細胞壁を破壊して分解する。従って、放流することのできる清浄な
処理水Ｗを、確実に生成することができる。
【００２２】
　なお、オゾン発生機４０は空気中の酸素から高濃度オゾンを生成するので、処理コスト
の軽減を図ることができる。また、余剰汚泥Ｓを高濃度オゾンによって処理するので悪臭
が発生しない。また、オゾン発生機４０および当該余剰汚泥減量装置１の構成を簡単なも
のとすることができる。
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【００２３】
　また、この処理水Ｗは処理水貯留槽３０を経て廃水処理施設２の放流槽１６へ直接又は
沈殿槽１４ａの越流堰１４を介して放流槽１６へ送られた後、放流槽１６を通して下水道
等１６ａに放流される。
【００２４】
　なお、この余剰汚泥処理装置１は、廃水処理施設２に近接して設置される定置式である
ので、必要に応じていつでも余剰汚泥Ｓの減量化を図ることができる。
【００２５】
　また、この余剰汚泥減量装置１は、廃水処理施設２の放流槽１６に貯留した処理水Ｗを
利用するので、水道水等を使用する必要がなく経済的である。また、この設備１は、排オ
ゾン除去装置５０によってオゾン混和槽３５で溶解しなかった排オゾンを規定濃度以下に
処理して放出するので環境を汚染することがない。
【００２６】
　請求項３，４に記載の移動車搭載式の余剰汚泥処理装置１も、同様に、産業排水を廃水
処理施設２で処理した際に発生する余剰汚泥Ｓを、効率的に減量化することができる。
【００２７】
　すなわち、オゾン混和槽３５に、廃水処理施設２から余剰汚泥Ｓと処理水Ｗを、余剰汚
泥貯留槽２０と希釈水槽２７を介して、移送して混合し、その混合汚水を、循環機構４４
の吸水管４２および混合管４６を循環させながら、オゾン発生機４０で発生させた高濃度
オゾンを注入した後、超微細気泡装置４７を通過させるので、この高濃度オゾンと超微細
気泡とによって当該混合汚水を効果的に清浄化した処理水Ｗに生成することができる。な
お、この処理水Ｗは処理水貯留槽３０を経て廃水処理施設２の放流槽１６へ直接又は沈殿
槽１４ａの越流堰１４を介して放流槽１６へ送られた後、下水道等１６ａへ放流される。
【００２８】
　なお、この余剰汚泥処理装置１の処理水貯留槽３０及びオゾン混和槽３５は、トラック
等の移動車に搭載される移動式であるので、複数の廃水処理施設２及び余剰汚泥濃縮槽１
５及び放流槽１６を設置してある場所を巡回して、各施設２の汚泥の減量化を図ることが
できる。
【００２９】
　請求項５に記載の余剰汚泥減量装置１は、請求項１～４のいずれか１に記載の発明の効
果を発揮する。また、この装置１は、処理水貯留槽３０に泡が発生した際に、消泡剤を、
消泡タンク５５から定量ポンプ５６によって消泡剤移送管６５を通して供給し、その泡を
消す消泡装置５７を設けているので、泡が漏出して周囲の環境を汚染することがない。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の第一実施形態に係る定置式余剰汚泥減量装置と廃水処理施設を示す側面
図である。
【図２】図１の平面図である。
【図３】本発明の第二実施形態に係る移動式余剰汚泥減量装置と廃水処理施設を示す側面
図である。
【図４】図３の余剰汚泥減量装置部分の平面図である。
【図５】図３の廃水処理設備部分の平面図である（廃水処理施設のみを示す）。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　本発明に係る定置式の余剰汚泥減量装置１の第一実施形態を、図１および図２に示す。
この装置１は、食品を製造する際に発生する産業排水を廃水処理施設２で処理した際に生
じる余剰汚泥Ｓを連続的に処理するものであり、廃水処理施設２に近接して設けられるい
わゆる定置式である。
【００３２】
　廃水処理施設２について説明する。排水中に含まれる食材等の有機廃材を含んだ汚水は
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、排水管路を経由して汚水と一緒に廃水処理施設２の前処理槽１０に断続的に送入される
。前処理槽１０内では、夾雑物等を除去しながら徐々に液体が上昇する。その液面が上限
水位に達すると、前処理槽１０内の液体は、断続作動のポンプ（図示省略）によって、下
限水位になる迄隣接する調整槽１０ａに送られる。調整槽１０ａに隣接して曝気槽１１が
設けてあり、曝気槽１１内の液体には、好気的生物学的処理が行われ、処理済後、異物の
少ない上澄液は隣接する沈殿槽１４ａに断続的に送られ、有機廃材を含んだ汚水の流入量
により、断続作動のポンプ（図示せず）が働いて調整槽１０ａ内の液体を曝気槽１１に送
り、曝気槽１１内の液体を曝気し、好気的生物学的処理を行う。沈殿槽１４ａ内では汚泥
が重力沈下し、上澄液が出来る。汚泥槽１４ａ内の上澄液は殺菌処理装置４３を介して放
流槽１６に送られ、次いで排水路又は下水道等１６ａに放流される。沈殿槽１４ａの下層
に溜まった高濃度の含水汚泥は、沈殿槽用ポンプ１４ｂによって断続的に適宜余剰汚泥濃
縮槽１５に送られる。
【００３３】
　汚泥を導入させる前処理槽１０と、前処理槽１０から出た汚水を導入させる曝気槽１１
と、曝気槽１１から出た汚水を導入させる沈殿槽１４ａと、沈殿槽１４ａの上澄液を導入
させ、且つ外部に放流する放流槽１６と、沈殿槽１４ａの上澄液を導入させ且つ外部から
適宜汚泥を抜取る余剰汚泥濃縮槽１５を含む設備により、廃水処理施設２は構成されてい
る。本発明の余剰汚泥減量装置１は、オゾン混和槽３５、循環機構４４、処理水貯留槽３
０、排オゾン除去装置５０、および消泡装置５７を備える。なお、図の配管中、単に交わ
っている２つの配管は非接続で、黒点を打ってある箇所は接続している。
【００３４】
　また、余剰汚泥減量装置１の各槽の天井近くに開口するオーバーフロー管２６および各
槽の底に開口するドレーンホール２６ａ及び断切可能接続具ａを配した返送管６６を通し
て貯留する前処理槽１０を備える。
【００３５】
　オゾン混和槽３５は、廃水処理施設２の余剰汚泥濃縮槽１５から余剰汚泥圧送ポンプ１
８によって、余剰汚泥圧送管６１を通して移送される余剰汚泥Ｓと、廃水処理施設２の曝
気槽１１から曝気槽用ポンプ１２によって、前記余剰移送管６１を通して移送される余剰
汚泥Ｓと、廃水処理施設２の放流槽１６から放流槽用圧送ポンプ１７によって処理水圧送
管６０を通して移送される処理水Ｗを貯留するものである。なお、この余剰汚泥Ｓは、き
ょう雑物防止網４８を通過させており、これによってきょう雑物（異物）の移送を阻止し
ている。
【００３６】
　この処理水Ｗは、本余剰汚泥減量装置１によって生成された後、放流槽１６に移送され
たものである。こうした処理水Ｗを使用するので、水道水などを使用する必要がなく、従
って処理コストを低減することができる。
【００３７】
　このオゾン混和槽３５の内部にはオゾン混和槽用循環ポンプ３６を設けており、この循
環ポンプ３６によってオゾン混和槽３５の内部に貯留されている余剰汚泥Ｓと処理水Ｗを
循環して効果的に混合する。これにより、余剰汚泥Ｓが処理水Ｗと分離して沈殿するのを
防止し、余剰汚泥処理の確実性および迅速化を図っている。
【００３８】
　循環機構４４は、オゾン混和槽３５に貯留した余剰汚泥Ｓと処理水との混合汚水を、吸
水管４２および混合管４６を通して混気ポンプ４５で一定時間繰り返し循環させる。そし
て、その循環途中の吸水管４２に、オゾン発生機４０で発生させた高濃度オゾンを注入し
、この高濃度オゾンによって混合汚水を清浄化する。
【００３９】
　また、混合管４６の途中に超微細気泡装置４７を設け、混合汚水をこの超微細気泡装置
４７に通過させて超微細気泡（酸素）を供給し、混合汚水をさらに清浄化した処理水Ｗを
生成する。この高濃度オゾンと超微細気泡を供給することによって、混合汚水を清浄な処
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理水Ｗに生成することができる。
【００４０】
　処理水貯留槽３０は、オゾン混和槽３５で生成された処理水Ｗが、処理水移送ポンプ３
８によって返送管３９を通して移送された後、処理水圧送ポンプ３１によって処理水移送
管６４を通して廃水処理施設２の放流槽１６へ直接又は沈殿槽１４ａの越流堰１４を介し
て放流槽１６へ送られるまで貯留する。なお、処理水移送ポンプ３８はオゾン混和槽３５
の上部に設けており、これにより、より清浄な処理水（いわゆる上澄み水）Ｗのみを処理
水貯留槽３０に移送するようにしている。
【００４１】
　なお、放流槽１６へ直接又は沈殿槽越流堰１４を介して放流槽１６へ送られた処理水Ｗ
は、殺菌処理装置４３で殺菌された後、放流槽１６に送られる。この放流槽１６に送られ
た処理水Ｗは外部に放流されるが、その一部が、前記したようにオゾン混和槽３５に送ら
れて有効利用される。
【００４２】
　排オゾン除去装置５０はオゾン分解触媒材を収納し、オゾン混和槽３５で混合汚水に溶
解しなかった排オゾンを、圧送ファンによって排オゾン移送管５１を通して受け入れた後
、規定濃度以下に処理し、排オゾン排出管５４を通して放出する。これにより、排オゾン
の放出を防止して環境汚染の防止を図ることができる。
【００４３】
　また、消泡装置５７は、処理水貯留槽３０に泡が発生した際に、消泡剤を、消泡タンク
５５から定量ポンプ５６によって消泡剤移送管６５および消泡スプレー３７を通して供給
してその泡を消す。これにより、泡が漏出して周囲を汚染するといった事態を防止するこ
とができる。
【００４４】
　なお、この余剰汚泥処理装置１は、廃水処理施設２に近接して設置される定置式である
ので、必要に応じていつでも稼働して余剰汚泥Ｓの減量化を図ることができる。
【００４５】
　本発明に係る移動車搭載式の余剰汚泥減量装置１の第二実施形態を、図３乃至図５に示
す。この移動車搭載式の余剰汚泥減量装置１も、食品製造などによって発生する産業排水
を廃水処理施設２で処理した際に生じる余剰汚泥Ｓを連続的に処理するものである。なお
、図４中のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄは、それぞれ図５中のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄに断接可能接続具ａ，ｂ
，ｃ，ｄを介して連続する。
【００４６】
　なお、この移動車搭載式の余剰汚泥減量装置１の処理水貯留槽３０，オゾン混和槽３５
は、トラックなどの移動車に搭載されて移動し、複数の廃水処理施設２及び余剰汚泥Ｓを
減量化するものである。従って、複数の廃水処理施設２を巡回して余剰汚泥Ｓの減量化を
図ることができるので、余剰汚泥Ｓの処理コストを大幅に低減することができるといった
大きな利点がある。
【００４７】
　この移動式の余剰汚泥減量装置１は、余剰汚泥貯留槽２０、希釈水槽２７、オゾン混和
槽３５、循環機構４４、希釈水貯留槽３０、排オゾン除去装置５０、および消泡装置５７
を備える。
【００４８】
　余剰汚泥貯留槽２０は、廃水処理施設２の余剰汚泥濃縮槽１５から余剰汚泥圧送ポンプ
１８によって、断切可能接続具ｄを配した余剰汚泥圧送管６１を通して移送される余剰汚
泥Ｓと、前記廃水処理施設２の曝気槽１１から曝気槽用圧送ポンプ１２によって、断切可
能接続具ｄを配した余剰汚泥圧送管６１を通して、移送される余剰汚泥Ｓを一時的に貯留
する。なお、この余剰汚泥貯留槽２０の内部には、送風機２２および空気管２３によって
空気（酸素）を、余剰汚泥Ｓに供給するための散気装置２４を設けている。
【００４９】
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　希釈処理水槽２７は、廃水処理施設２の放流槽１６から放流槽用圧送ポンプ１７によっ
て、断切可能接続具ｃを配した処理水圧送管６０を通して移送される処理水を、一時的に
貯留した後、処理水移送ポンプ２８によって、処理水送水管６２を通してオゾン混和槽３
５へ移送する。
【００５０】
　オゾン混和槽３５は、余剰汚泥貯留槽２０から余剰汚泥移送ポンプ２１によって、余剰
汚泥移送管６３を通して移送される一定量の余剰汚泥Ｓと、前記希釈水槽２７から希釈水
移送ポンプ２８によって、希釈送水管６２を通して移送される一定量の処理水を貯留する
。このオゾン混和槽３５の内部には、オゾン混和槽用循環ポンプ３６を設けている（この
ポンプ３６の働きは、第一実施形態と同様である）。
【００５１】
　なお、この余剰汚泥減量装置１は移動式であり、前記の余剰汚泥貯留槽２０と希釈水槽
２７を設けることで、廃水処理施設２から移送した余剰汚泥Ｓと処理水Ｗによって、廃水
処理施設２から離れた場所でも余剰汚泥Ｓの減量化を行うことができる。
【００５２】
　循環機構４４は、第一実施形態と同様の構成である。すなわち、オゾン混和槽３５に貯
留した余剰汚泥Ｓと処理水との混合汚水を、吸水管４２および混合管４６を通して混気ポ
ンプ４５で一定時間繰り返し循環させる。そして、その循環途中の吸水管４２に、供給管
４１を介して、オゾン発生機４０で発生させた高濃度オゾンを注入し、この高濃度オゾン
によって混合汚水を清浄化する。
【００５３】
　また、混合管４６の途中に超微細気泡装置４７を設け、混合汚水をこの超微細気泡装置
４７に通過させて超微細気泡（酸素）を供給し、混合汚水をさらに清浄化した処理水Ｗを
生成する。この高濃度オゾンと超微細気泡を供給することによって、混合汚水を正常な処
理水Ｗに生成することができる。
【００５４】
　処理水貯留槽３０も第一実施形態と同様の構成であり、オゾン混和槽３５で生成された
処理水Ｗが、処理水移送ポンプ３８によって返送管３９を通して処理水貯留槽３０へ移送
された後、処理水圧送ポンプ３１によって断切可能接続具ｂを配した処理水返送管６４を
通して廃水処理施設２の放流槽１６へ直接又は沈殿槽越流堰１４を介して放流槽１６へ送
られるまで貯留する。なお、処理水移送ポンプ３８はオゾン混和槽３５の上部に設けてお
り、これにより、より清浄な処理水（いわゆる上澄み水）Ｗのみを処理水貯留槽３０に移
送するようにしている。
【００５５】
　なお、放流槽１６へ直接又は沈殿槽越流堰１４を介して放流槽１６へ送られる処理水Ｗ
は、殺菌処理装置４３で殺菌された後、放流槽１６に送られる。この放流槽１６に送られ
た処理水Ｗは外部の下水道等１６ａに放流されるが、その一部が、前記したようにオゾン
混和槽３５に送られて有効利用される。
【００５６】
　排オゾン除去装置５０も、第一実施形態と同様に、オゾン混和槽３５で混合汚水に溶解
しなかった排オゾンを規定濃度以下に処理して放出する。これにより、排オゾンの放出を
防止して環境汚染の防止を図っている。
【００５７】
　また、消泡装置５７も同様に、処理水貯留槽３０に泡が発生した際に、消泡剤を、消泡
タンク５５から定量ポンプ５６によって消泡剤返送管６５および消泡スプレー３７を通し
て供給してその泡を消す。これにより、泡の漏出による周囲の汚染を防止している。
【符号の説明】
【００５８】
　１　　　　余剰汚泥減量装置
　２　　　　廃水処理施設
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　１０　　　前処理槽
　１０ａ　　調整槽
　１１　　　曝気槽
　１２　　　曝気槽用圧送ポンプ
　１４　　　沈殿槽越流堰
　１４ａ　　沈殿槽
　１４ｂ　　沈殿槽用ポンプ
　１５　　　余剰汚泥濃縮槽
　１６　　　放流槽
　１６ａ　　排水路又は下水道等
　１７　　　放流槽用圧送ポンプ
　１８　　　余剰汚泥圧送ポンプ
　２０　　　余剰汚泥貯留槽
　２１　　　余剰汚泥移送ポンプ
　２２　　　送風機
　２３　　　空気管
　２４　　　散気装置
　２６　　　オーバーフロー管
　２６ａ　　ドレーンホール
　２７　　　希釈水槽
　２８　　　希釈水移送ポンプ
　３０　　　処理水貯留槽
　３１　　　処理水圧送ポンプ
　３５　　　オゾン混和槽
　３６　　　オゾン混和槽用循環ポンプ
　３７　　　消泡スプレー
　３８　　　処理水移送ポンプ
　３９　　　返送管
　４０　　　オゾン発生機
　４１　　　供給管
　４２　　　吸水管
　４３　　　殺菌処理装置
　４４　　　循環機構
　４５　　　混気ポンプ
　４６　　　混合管
　４７　　　超微細気泡装置
　４８　　　きょう雑物防止網
　４９　　　旋回流板
　５０　　　排オゾン除去装置
　５１　　　排オゾン移送管
　５２　　　圧送ファン
　５４　　　排オゾン排出管
　５５　　　消泡タンク
　５６　　　定量ポンプ
　５７　　　消泡装置
　６０　　　処理水圧送管
　６１　　　余剰汚泥圧送管
　６２　　　処理水送水管
　６３　　　余剰汚泥移送管
　６４　　　処理水返送管
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　６５　　　消泡剤移送管
　６６　　　オーバーフロー水返送管
　ａ，ｂ，ｃ，ｄ　　断接可能接続具
　Ｓ　　　　余剰汚泥
　Ｗ　　　　処理水

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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